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(57)【要約】
【課題】従来の配管用クランプ継手の問題点を解消し、
ワンタッチで接続と解除を行えるようにした配管用クラ
ンプ継手を提供する。
【解決手段】半円形状をなすように二分された一対のク
ランプバンド２ａ，２ｂの一端部同士を接続金具３を介
して回動可能に連結する。一方のクランプバンド２ａの
自由端部に、先端に係合部９を形成した係合杆６の中間
部分を回動可能に枢着する。当該係合杆６のハンドル部
７とクランプバンド２ａの外面部との間に展開ばね８を
架設し、係合杆６のハンドル部７を外方に向け付勢させ
ると共に、他方のクランプバンド２ｂの自由端部に、前
記係合杆６の係合部９を係止するための係止部１１を形
成した。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　ほぼ半円形状をなすように二分された一対のクランプバンドの一端部同士を接続金具を
介して回動可能に連結すると共に、一方のクランプバンドの自由端部に、先端に係合部を
形成した係合杆の中間部分を回動可能に枢着し、当該係合杆のハンドル部とクランプバン
ドの外面部との間に展開ばねを配設して、係合杆のハンドル部を外方に向け付勢させると
共に、他方のクランプバンドの自由端部に、前記係合杆の係合部を係止するための係止部
を形成したことを特徴とするクランプ継手。
【請求項２】
　係合杆の係合部を球体状をなすように形成し、当該球体状の係合部を係止する係止部が
、当該係合部と面接触できるように曲面状に形成してあることを特徴とする請求項１記載
のクランプ継手。
【請求項３】
　係合杆の先端外周部に雄ねじを螺設し、この雄ねじに螺合し得る雌ねじを形成したナッ
ト型の係合金具を当該雄ねじに螺着して長さ調節可能な係合部となしたことを特徴とする
請求項１記載のクランプ継手。
【請求項４】
　中抜き状に形成した係合杆の先端面にねじ穴を螺設し、当該ねじ穴内に係合部を具備し
た係合金具を長さ調節自在に螺着するようにしたことを特徴とする請求項１記載のクラン
プ継手。
【請求項５】
　ほぼ半円形状をなすように二分された一対のクランプバンドの一端部同士を接続金具を
介して回動可能に連結すると共に、一方のクランプバンドの自由端部に、先端に係合部を
形成した展開ばね兼用の係合杆の中央コイル部を枢着して、係合杆のハンドル部を常時外
方に向け付勢させると共に、他方のクランプバンドの自由端部に、前記展開ばね兼用の係
合杆の係合部を係止するための係止部を形成したことを特徴とするクランプ継手。
【請求項６】
　展開ばね兼用の係合杆の係合部は末広がり状の枠体をなすように金属製線材を折曲げ加
工することによって形成されており、当該末広がり状枠体からなる係合部を係止する係止
部には、係合部の末広がり部を抑えるテーパー部が形成されていることを特徴とする請求
項５記載のクランプ継手。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は各種粉粒体、液体、気体を通す配管類のフェルール同士を接続するとき、ある
いは濾材を封入した濾過器本体とキャップを接続するとき等に用いるクランプ継手に関す
るものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、たとえば合成樹脂成形技術の分野においては、成形用原料樹脂中に混在する鉄粉
等の磁性金属粉を、成形機に投入する前段階において除去するために、空気輸送によって
原料樹脂を成形機まで吸引するようにした配管経路中にマグネットを取付けて、原料樹脂
中の磁性金属粉を磁着分離除去するようにしている。
【０００３】
　前記した配管経路中のマグネットの外周面には経時的に鉄粉が磁着するため、一定時間
毎に、運転を停止して配管接続を解除し、マグネットを清掃する必要がある。このような
配管接続及び解除の際には、一般的に特許文献１に示されているようなクランプ継手が用
いられている。
【０００４】
【特許文献１】特開平２－１１９９２公報
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【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記特許文献１の第５図に示されたクランプ継手は、ほぼ半円形状に形成された金属製
の２つの締め付け用部材１，２の内側に断面台形状の溝１ａ，２ａを形成してあり、これ
らの締め付け用部材１，２は、一方の端部において接続用部材３を介して回動自在に接続
されている。
【０００６】
　また、これらの締め付け用部材１，２の他端には、締め付け機構４が設けられている。
この締め付け機構４は、上記締め付け用部材１，２のどちらか一方、例えば締め付け用部
材１に設けられた支持軸４ａによって回動自在に支持されたボルト４ｂ、このボルト４ｂ
に螺合される蝶ナット４ｃ、および他方の締め付け用部材２に形成され、ボルト４ｂが係
止される係止用切り欠き溝４ｄとから構成されている。
【０００７】
　そのため、配管接続を解除するには、蝶ナット４ｃが係止用切り欠き溝４ｄから外れる
まで回転し続けなければならず、操作に手間が掛かるという欠点がある。また、交換ない
し点検後再度接続するには、同様に蝶ナット４ｃを回転しなければならず、迅速性に欠け
るという問題点があった。
【０００８】
　そこで、本考案は、従来の配管用クランプ継手の問題点を解消し、ワンタッチで接続と
解除を行えるようにした配管用クランプ継手を提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するための本考案の構成を詳述すれば、請求項１に係る考案は、ほぼ半
円形状をなすように二分された一対のクランプバンドの一端部同士を接続金具を介して回
動可能に連結すると共に、一方のクランプバンドの自由端部に、先端に係合部を形成した
係合杆の中間部分を回動可能に枢着し、当該係合杆のハンドル部とクランプバンドの外面
部との間に展開ばねを配設して、係合杆のハンドル部を外方に向け付勢させると共に、他
方のクランプバンドの自由端部に、前記係合杆の係合部を係止するための係止部を形成し
たことを特徴とするクランプ継手である。
【００１０】
　請求項２に係る考案は、係合杆の係合部を球体状をなすように形成し、当該球体状の係
合部を係止する係止部が、当該係合部と面接触できるように曲面状に形成してあることを
特徴とする請求項１記載のクランプ継手である。
【００１１】
　請求項３に係る考案は、係合杆の先端外周部に雄ねじを螺設し、この雄ねじに螺合し得
る雌ねじを形成したナット型の係合金具を当該雄ねじに螺着して長さ調節可能な係合部と
なしたことを特徴とする請求項１記載のクランプ継手である。
【００１２】
　請求項４に係る考案は、中抜き状に形成した係合杆の先端面にねじ穴を螺設し、当該ね
じ穴内に係合部を具備した係合金具を長さ調節自在に螺着するようにしたことを特徴とす
る請求項１記載のクランプ継手である。
【００１３】
　また、請求項５に係る考案は、ほぼ半円形状をなすように二分された一対のクランプバ
ンドの一端部同士を接続金具を介して回動可能に連結すると共に、一方のクランプバンド
の自由端部に、先端に係合部を形成した展開ばね兼用の係合杆の中央コイル部を枢着して
、係合杆のハンドル部を常時外方に向け付勢させると共に、他方のクランプバンドの自由
端部に、前記展開ばね兼用の係合杆の係合部を係止するための係止部を形成したことを特
徴とするクランプ継手である。
【００１４】
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　さらに、請求項６に係る考案は、展開ばね兼用の係合杆の係合部は末広がり状の枠体を
なすように金属製線材を折曲げ加工することによって形成されており、当該末広がり状枠
体からなる係合部を係止する係止部には、係合部の末広がり部を抑えるテーパー部が形成
されていることを特徴とする請求項５記載のクランプ継手である。
【考案の効果】
【００１５】
　前記請求項１ないし請求項４に係る本考案によれば、係合杆のハンドル部とクランプバ
ンドの外面部との間に展開ばねを配設してあるので、係合杆のハンドル部を展開ばねの弾
発力に抗して押し込んで先端の係合部を上方に持ち上げた状態で、他方のクランプバンド
の自由端部に形成してある係止部に係合させハンドル部の押し込み力を解除すれば、展開
ばねのばね圧によって係合部が係止部に圧着して配管の接続部（フェルール）を強固に定
着させることができるものである。
【００１６】
　また、請求項５および請求項６に係る本考案によれば、一方のクランプバンドの自由端
部に、先端に係合部を形成した展開ばね兼用の係合杆の中央コイル部を枢着してあるので
、係合杆の可動側部材となるハンドル部は常時外方に向け付勢された状態となっており、
この外方への付勢力に抗してハンドル部を押し込み、先端の係合部を上方に持ち上げた状
態で、他方のクランプバンドの自由端部に形成してある係止部に係合部の末広がり部を係
止させ、ハンドル部の押し込みを止めれば、配管類のフェルール部を安定した状態で緊締
することができる。
【００１７】
　なお、接続を解除するには、ハンドル部をクランプバンド方向へ押し込むだけで係合部
を係止部から引き離すことができ、一対のクランプバンドを左右に解放すれば配管類の接
続を簡単に解除することができる。このように、本考案によった場合はワンタッチで配管
を接続したり、解除したりすることができるので操作性が飛躍的に向上する。
【００１８】
　なお、請求項２のように、係合杆の係合部を球体状をなすように形成し、当該球体状の
係合部を係止する係止部を曲面状に形成した場合には、係合部が係止部に面接触すること
ができ、展開ばねによる押し付け力を均等に係止部に伝えることができ安定して配管類の
フェルール部を緊締することができるものである。
【００１９】
　また、請求項３又は請求項４のように、係合部の長さ調節を可能とした場合には、展開
ばねによる係合部の係止部に対するばね圧を調節することができ、最適のばね圧によって
配管類のフェルール部を圧着することができるようになる。
【００２０】
　また、請求項５および請求項６のように、先端に係合部を形成した展開ばね兼用の係合
杆を用いる場合は、部品点数を最小に抑えることができ、製造コストを削減することがで
きると共に、末広がり状をなす枠体からなる係合部が、他方のクランプバンドの自由端部
に形成したテーパー状の係止部に係止されて、良好な締め付け力が得られ、安定してフェ
ルールの接続状態を保持することができるものである。
【考案を実施するための最良の形態】
【００２１】
　以下、本考案に係る配管類接続用のクランプ継手の具体的構成を図示の実施例に基づき
詳細に説明する。
【００２２】
　図１は本考案に係るクランプ継手を用いて配管を接続した状態の一例を示す斜視図、図
２は本考案クランプ継手に用いる展開ばねの一例を示す斜視図、図３（ａ）～（ｄ）は本
考案クランプ継手を用いて配管類の接続を行うときの説明図、図４は係合杆の係合部の一
実施形態を示す説明図、図５は係合杆の係合部の他の実施形態を示す説明図、図６（ａ）
及び（ｂ）は本考案クランプ継手の他の実施形態を示す説明図、図７は図６（ａ）の平面
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図、図８は本考案クランプ継手のさらに他の実施形態を示す斜視図である。
【００２３】
　図中１は本考案クランプ継手の全体を示し、当該クランプ継手１はほぼ半円形状をなす
ように二分された一対のクランプバンド２ａ，２ｂと、このクランプバンド２ａ，２ｂの
一端部同士を回転可能に連結するヒンジ等からなる接続金具３と、一方のクランプバンド
２ａの自由端部にＵ字状をなすように立設したガイド部４に枢軸５を用いて回動可能に枢
着する係合杆６と、この係合杆６のハンドル部７とクランプバンド２ａの外面部との間に
架設する展開ばね８と、前記係合杆６の先端に形成した係合部９を係止するため、他方の
クランプバンド２ｂの自由端部にＵ字状をなすように立設したガイド部１０に形成した係
止部１１とから構成されている。
【００２４】
　このように係合杆６は手で掴むハンドル部７を有すると共に、先端部に適宜形状の係合
部９を形成してあり、その任意の中間部分を、一対のクランプバンド２ａ，２ｂのうちの
いずれか一方の自由端部に立設したＵ字状ガイド部４に枢軸５を用いて回動可能に枢着さ
れる。
【００２５】
　枢軸５の外周部には、図２に示すように、展開ばね８のコイル部１２が緩挿されている
と共に、当該展開ばね８の固定側部材１３はクランプバンド２ａの外面部に当接させ、展
開ばね８の他方の可動側部材１４は係合杆６のハンドル部７の下面に当接させるようにし
てある。
【００２６】
　なお、展開ばね８の固定側部材１３が当接するクランプバンド２ａの外面部には、特に
図示しないが当接位置がずれないように適宜凹陥部を形成するようにするとよい。また、
展開ばね８の可動側部材１４が当接する係合杆６のハンドル部７の下面にも適宜凹陥部を
形成して、可動側部材１４がハンドル部７下面の当接位置からずれないようにするとよい
ものである。
【００２７】
　従って、図３（ａ）に示すように、係合杆６のハンドル部７は、展開ばね８の可動側部
材１４によって外方に付勢され上方に持ち上がった状態となっており、枢軸５より先端の
係合部９には逆に下向きの力が加わることとなる。次に、図３（ｂ）に示すように、展開
ばね８の弾発力に抗してハンドル部７を手で押し込むと係合部９は上に持ち上がった状態
となる。この状態において、図３（ｃ）に示すように、配管１５ａと配管１５ｂのフェル
ールを突き合わせて、当該突き合わせ部を一対のクランプバンド２ａ，２ｂにより覆って
係合杆６のハンドル部７から手を離すと、図３（ｄ）に示すように、展開ばね８の可動側
部材１４が弾発力により自動的に上方に持ち上がり、逆に先端の係合部９が係止部１１に
圧着して、両方のフェルール部を緊締することとなる。
【００２８】
　係合杆６の外観形態は、図１に示すような丸棒状のものであってもよいし、あるいは図
４および図５に示すような枢着部を膨出させた特殊な形状としたものであってもよい。
　また、係合杆６の係合部９を、図４に示すように、球体状をなすように形成し、当該球
体状の係合部９を係止する係止部１１を、当該係合部９と面接触できるように曲面状に形
成すると展開ばね８によるばね力が均等に分散し安定した状態でフェルール部を緊締する
ことができるものである。
【００２９】
　図４に示す係合部９は係合杆６の先端部に固定された状態となっているものであるが、
これを取り外し可能にして必要長さを調節することができるようにすることもできる。
　すなわち、図５に示すように、係合杆６の先端外周部に雄ねじ１６を螺設し、この雄ね
じ１６に螺合し得る雌ねじを形成したナット型の係合金具１７を、当該雄ねじ１６に螺着
して必要長さを調節することができる係合部９とすることもできる。
【００３０】
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　図６および図７に示す実施形態のクランプ継手は、平面からみて中抜き状に形成した係
合杆６の先端面にねじ穴を螺設し、当該ねじ穴内に係合部９を具備した係合金具１８を長
さ調節自在に螺着するようにしたものである。
【００３１】
　この実施形態の係合部９は係合金具１８の先端部に形成され、中抜き状に形成した係合
杆６の外側に位置する摘まみ部１９を廻して係合金具１８のねじ込み長さを調節し、係止
部１１に最適なばね圧が掛かるように調整することができるものである。
【００３２】
　上記した実施形態における展開ばね８はいずれも係合杆６とは独立して存在し、係合杆
６の係合部９に緊締力を与えているものであるが、図８に示す実施形態のように係合杆６
と展開ばね８を兼用させることもできるものである。
【００３３】
　すなわち、図８に示す実施形態の展開ばね兼用の係合杆２０は、ステンレススチール等
からなる金属製線材を折曲げ加工することによって、ばね力を与えるコイル部１２、任意
のいずれか一方のクランプバンド２ａの外面部に当接させる固定側部材１３、ハンドル部
兼用の可動側部材１４、他方のクランプバンド２ｂの自由端部にＵ字状をなすように立設
したガイド部１０に形成した係止部１１に係止させる係合部９とを具備しており、当該係
合部９は図示するように末広がり状に形成されている。
【００３４】
　したがって、可動側部材１４にはコイル部１２のばね圧によって常時上向きの付勢力が
作用しており、この上向きの付勢力に抗して可動側部材１４を固定側部材１３方向へ押し
込むことにより係合部９を上方に持ち上げ、配管類の突き合わせ部に形成してあるフェル
ール部を合致させてから一対のクランプバンド２ａ，２ｂで当該フェルール部を覆い、次
いで可動側部材１４の押し込みを解除すればコイル部１２のばね力によって末広がり状の
係合部９が係止部に形成してあるテーパー部２１に抑え付けられてフェルール部を緊締す
ることができるものである。
【００３５】
　本考案クランプ継手は、上記したように、展開ばねの弾発力を利用して配管類のフェル
ール部を緊締するようにしたものであり、係合杆のハンドル部ないし可動側部材を展開ば
ねのばね力に抗して押し込んで先端の係合部を上方に持ち上げた状態で、他方のクランプ
バンドの自由端部に形成してある係止部に係合させハンドル部の押し込み力を解除すれば
、展開ばねのばね圧によって係合部が自動的に係止部に圧着して配管類のフェルール部を
強固に定着させることができるものである。
【００３６】
　また、接続を解除するには、ハンドル部ないし可動側部材をクランプバンド方向へ押し
込むだけで係合部を係止部から引き離すことができ、一対のクランプバンドを左右に解放
すれば配管類の接続を簡単に解除することができる。このように、本考案によった場合は
ワンタッチで配管類を接続したり、解除したりすることができるので、配管経路中のマグ
ネット交換や、配管内部の点検を迅速に行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】本考案に係るクランプ継手を用いて配管類を接続した状態の一例を示す斜視図で
ある。
【図２】本考案クランプ継手に用いる展開ばねの一例を示す斜視図である。
【図３】本考案クランプ継手を用いて配管類の接続を行うときの説明図である。
【図４】係合杆の係合部の一実施形態を示す説明図である。
【図５】係合杆の係合部の他の実施形態を示す説明図である。
【図６】本考案クランプ継手の他の実施形態を示す説明図である。
【図７】図６（ａ）の平面図である。
【図８】本考案クランプ継手のさらに他の実施形態を示す斜視図である。
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【符号の説明】
【００３８】
１：クランプ継手
２ａ，２ｂ：クランプバンド
３：接続金具
４：ガイド部
５：枢軸
６：係合杆
７：ハンドル部
８：展開ばね
９：係合部
１０：ガイド部
１１：係止部
１２：コイル部
１３：固定側部材
１４：可動側部材
１５ａ，１５ｂ：配管のフェルール部
１６：雄ねじ
１７：ナット型の係合金具
１８：係合金具
１９：摘まみ部
２０：展開ばね兼用の係合杆
２１：テーパー部

【図１】

【図２】

【図３】
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【図５】

【図６】

【図７】

【図８】
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